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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
0
0
0
部

春
の
拡
大
月
間
は
5
月
15
日

現
在
の
拡
大
数
で
2
6
5
4

人
、
月
間
拡
大
率
は
2
・
32
％

の
到
達
で
す
。第
5
次
行
動（
5

月
15
・
16
日
）
ま
で
の
目
標
で

あ
る
月
間
目
標
の
80
％
（
拡
大

率
3
・
2
％
）
に
到
達
し
た
支

部
は
4
支
部
（
渋
谷
、
杉
並
、

多
摩
西
部
、
府
中
国
立
）
で
、

府
中
国
立
支
部
が
1
3
1
人
の

成
果
を
上
げ
、
い
ち
早
く
月
間

目
標
を
達
成
し
、
さ
ら
に
成
果

を
上
積
し
て
い
ま
す
。
月
間
は

最
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
拡

大
の
情
報
を
共
有
し
、
多
数
の

仲
間
の
行
動
参
加
で
目
標
達
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

プラカードを掲げ9条改憲ＮＯ！をアピール

5
月
3
日
、
「
平
和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！
―
許
す
な
！
安
倍
改

憲
発
議
―
5
・
3
憲
法
集
会
」
が

同
集
会
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
約
6

万
5
0
0
0
人

（
東
京
土
建
4
7

3
人
）
が
有
明
防

災
公
園
に
集
ま
り

ま
し
た
。

子
供
バ
ン
ド
の
う
じ
き
つ
よ
し

さ
ん
と
元
憂
歌
団
の
内
田
勘
太
郎

さ
ん
に
よ
る
子
供
団
と
小
室
等
さ

ん
率
い
る
獄
友
イ
ノ
セ
ン
ス
バ
ン

ド
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
実
行
委
員
会
の
高
田
健

さ
ん
は
、
「
安
倍
9
条
改
憲
へ
の

道
を
全
力
を
挙
げ
て
阻
止
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

音
楽
評
論
家
の
湯
川
れ
い
子
さ

ん
は
、
「
人
間
が
人
間
を
殺
す
こ

と
を
恥
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

憲
法
9
条
は
あ
ら
ゆ
る
理
屈
を
超

え
て
世
界
の
宝
」
と
ス
ピ
ー
チ
。

「
辺
野
古
」
県
民
投
票
の
会
代
表

の
元
山
仁
士
郎
さ
ん
は
、
「
皆
さ

ん
の
故
郷
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

起
き
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
。
住

民
投
票
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
反
映

さ
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
思
い
ま
す

か
」
と
問
い
か
け
、
京
都
大
学
教

授
の
高
山
佳
奈
子
さ
ん
は
、
「
い

ま
変
え
る
べ
き
は
憲
法
で
は
な

く
、政
権
で
す
」と
断
じ
ま
し
た
。

政
党
あ
い
さ
つ
、

市
民
連
合
の
訴
え
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
続

き
、
植
田
あ
ゆ
み
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

閉
会
。
集
会
後
は
豊

洲
コ
ー
ス
、
台
場
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
デ
モ
行
進
し
、
東
京
土
建
は

豊
洲
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い

ま
し
た
。

「達成しても行動する」と人見分会の仲間

春
の
拡
大
月
間
・
第
3
次
行
動

初
日
の
5
月
9
日
、
府
中
国
立
支

部
は
4
％
目
標
1
1
3
人
に
対
し

て
す
で
に
成
果
は
1
0
2
人
。
目

標
達
成
ま
で
あ
と
わ
ず
か
11
人
の

到
達
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
目
標
ま
で
あ
と
1
人
と
迫

っ
た
人
見
分
会
の
拡
大
セ
ン
タ
ー

に
は
、
こ
の
日
も
仲
間
が
続
々
と

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
昼
の
行
動

で
、
地
元
で
工
務
店
を
営
む
原
田

さ
ん
が
若
い
職
人
さ
ん
（
設
備
）

を
紹
介
し
て
く
れ
て
1
人
加
入
と

の
報
告
に
一
同
が
拍
手
。
喜
ぶ
の

も
束
の
間
、
渡
邊
分
会
長
は
、「
目

標
は
達
成
し
た
が
、
仲
間
づ
く
り

行
動
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
、
参
加
者
に
さ
ら
な
る
訪
問
を

促
し
ま
す
。

渡
邊
分
会
長
は
自
ら
も
来
月
開

催
予
定
の
住
宅
デ
ー
や
若
手
次
世

代
交
流
会
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
仲

間
の
家
へ
。
分
会
書
記
長
の
堀
越

さ
ん
と
主
婦
の
会
支
部
役
員
の
加

藤
さ
ん
、
分
会
担
当
書
記
の
前
田

さ
ん
も
同
行
し
て
、
親
子
2
代
で

大
工
の
町
田
さ
ん
を
訪
ね
ま
す
。

あ
い
に
く
息
子
さ
ん
は
不
在
で
し

た
が
、
お
父
さ
ん
夫
婦
と
住
宅
デ

ー
や
旅
行
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。

続
い
て
は
、
町
田
さ
ん
の
息
子

さ
ん
と
同
級
生
だ
と
い
う
板
金
屋

の
大
久
保
さ
ん
宅
へ
向
か
い
ま

す
。
堀
越
さ
ん
と
は
息
子
さ
ん
同

士
が
バ
ス
ケ
仲
間
だ
と
い
う
こ
と

で
、
ま
た
話

が
弾
み
ま

す
。
次
世
代

交
流
会
の
会

場
と
な
る
飲

み
屋
さ
ん
で

は
大
久
保
さ

ん
の
娘
さ
ん

が
働
い
て
い

た
り
と
、
つ

な
が
り
の
深

さ
は
ハ
ン
パ

あ
り
ま
せ

ん
。結

局
、
こ

の
日
の
支
部

成
果
は
13
人

で
、
全
都
に
先
駆
け
て
目
標
を
超

過
達
成
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
上
積

み
は
続
き
そ
う
で
す
。

「
昨
日
は
遅
く
な
っ
た
の
」
と

大
塚
さ
ん（
元
支
部
委
員
長
）は
分

会
セ
ン
タ
ー
に
来
た
若
手
の
三
富

さ
ん
に
明
る
く
声
を
か
け
ま
す
。

前
夜
、分
会
執
行
委
員
会
終
了
後
、

三
富
さ
ん
た
ち
は
5
月
25
日
に
大

山
分
会
で
開
催
す
る
分
会
後
継
者

た
こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
の
「
予
行

練
習
」
を
行
な
っ
た
の
で
す
。

5
月
12
日
の
日
曜
行
動
に
は
大

山
分
会
セ
ン
タ
ー
に
は
約
10
人
の

仲
間
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
日
の
行
動
で
は
、
新
入
学
祝
い

金
な
ど
と
と
も
に
、
た
こ
焼
き
パ

ー
テ
ィ
ー
、
分
会
バ
ス
ハ
イ
ク
、

住
宅
デ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
話

題
に
対
話
し
よ
う
と
意
思
統
一
し

ま
し
た
。
40
代
中
心
に
若
手
グ
ル

ー
プ
は
自
転
車
で
、
ベ
テ
ラ
ン
グ

ル
ー
プ
は
車
で
、そ
れ
ぞ
れ「
元
気

の
出
る
卵
」
な
ど
の
訪
問
グ
ッ
ズ

を
持
っ
て
組
合
員
訪
問
に
出
発
。

訪
問
先
の
組
合
員
は
留
守
が
ち

で
し
た
が
、
小
泉
さ
ん
た
ち
ベ
テ

ラ
ン
グ
ル
ー
プ
は
数
人
と
対
話
が

で
き
ま
し
た
。
建
設
一
式
の
木
俣

さ
ん
は
、
支
部
書
記
か
ら
外
注
業

者
を
紹
介
さ
れ
て
感
謝
し
て
い
る

と
言
い
、
「
イ
ベ
ン
ト
は
社
員
が

参
加
し
て
も
い
い
の
で
す
か
」
な

ど
と
話
が
弾
み
ま
し
た
。

「
こ
の
春
の
月
間
は
、
現
時
点

で
は
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
話
題
に
し
な
が
ら

人
を
集
め
、
未
加
入
者
情
報
を
つ

か
ん
で
い
く
」
と
話
す
分
会
長
の

阿
美
さ
ん
。
大
山
分
会
は
全
世
代

型
の
行
動
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 対話する大山分会のベテランの仲間

■
安
倍
首
相
は

自
民
党
総
裁
と
し

て
、
改
憲
派
が
開

催
し
た
公
開
憲
法

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
2

年
前
に
「
2
0
2
0
年
を
新
し

い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に
し

た
い
」
と
述
べ
た
が
、
「
今
も

そ
の
気
持
ち
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
表
明
。
首
相
在
任

中
に
改
憲
し
た
い
と
い
う
願
望

を
再
び
明
ら
か
に
し
た
。

■
自
民
党
の
萩
生
田
幹
事
長

代
行
が
、
「
新
し
い
時
代
に
な

っ
た
ら
、
少
し
ワ
イ
ル
ド
な
憲

法
審
査
を
進
め
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
と
本
音
を
発
言
し

て
陳
謝
し
た
が
、
1
年
半
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
憲
法
審

査
会
で
は
、
自
民
党
が
求
め
た

国
民
投
票
法
改
定
案
の
質
疑
と

採
決
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
で
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
量
規
制
に
つ
い
て

論
議
す
る
な
ど
、
改
憲
へ
の
議

論
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

■
読
売
新
聞
の
世
論
調
査
で

は
憲
法
改
正
に
賛
成
が
50
％
、

反
対
が
46
％
だ
が
、
9
条
に
つ

い
て
今
後
ど
う
す
る
か
で
は

「
こ
れ
ま
で
通
り
、
解
釈
や
運

用
で
対
応
す
る
」
が
多
数
で
40

％
。
戦
争
放
棄
を
定
め
た
第
1

項
の
改
正
で
は
、
必
要
な
い
83

％
、
必
要
あ
る
13
％
。
戦
力
不

保
持
を
定
め
た
第
2
項
の
改
正

で
は
、
必
要
な
い
51
％
、
必
要

あ
る
41
％
。
自
衛
隊
の
根
拠
規

定
を
追
加
す
る
自
民
党
案
へ

は
、
賛
成
47
％
、
反
対
46
％
で

拮
抗
し
て
い
る
。
9
条
を
骨
抜

き
に
す
る
安
倍
改
憲
の
危
険
性

を
知
ら
せ
て
い
け
ば
、
改
憲
発

議
を
許
さ
な
い
世
論
形
成
が
進

む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

全
都
に
先
駆
け
超
過
達
成

府中国立

人
見
は
さ
ら
に
訪
問
行
動
へ

イ
ベ
ン
ト
を
話
題
に

板橋

大
山
は
全
世
代
型
行
動
で

住
宅
デ
ー
を

成
功
さ
せ
よ
う

９
条
改
憲
の
道
許
す
な

6
月
2
日
・
9
日
は
第
42
回
住

宅
デ
ー
統
一
開
催
日
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
と
私
た
ち
地
域
建
設
業

従
事
者
の
交
流
を
深
め
、
「
地
元

の
仕
事
は
地
元
へ
」
を
め
ざ
し
ま

す
。
多
数
の
仲
間
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

憲
法
集
会
に
６
万
５
千
人
結
集


